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図 1. 外科用シーラントの構成材料 a) 疎水化タラゼラ
チンの合成 b) ４分岐型 PEG架橋剤（4S-PEG） 
 
図 2. Hm-ApGltn のキャラクタリゼーション a) 
13C-NMR b) FT-IR 
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に従って、ブタ大動脈を用いて測定を行った。図 4a に示すようにいずれの Hm-ApGltn においてもオ
リジナルの ApGltn（Org-ApGltn）と比較して高い値を示した。これは疎水基を導入することにより組
織浸透性が向上した結果、シーラントと組織間の界面強度が増加したことに起因すると考えられた。ま






















図 4. Hm-ApGltn シーラントの耐圧強度 a) 種々の
疎水基の耐圧強度 b) アルキル鎖長の影響（*p<0.05, 
**p>0.05） 
 5 
次に Hm-ApGltn シーラントの分解・吸収性の評価を行った。in vivo 分解・吸収性評価として、
Hm-ApGltnと 4S-PEGにて一定サイズのディスクゲルを調製し、マウス皮下組織に埋入して観察を行



























図 5. Hm-ApGltnシーラントの生分解性 a) in vivo マウス皮下埋入試験（S：シーラント） b) 酵素分解性試験 
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Ste-ApGltn および Chol-ApGltn を得た。FT-IR の結果からは、疎水基導入に伴うメチレンおよびメチ







































図 6. Chol-ApGltnのキャラクタリゼーション 
a) FT-IR b) 1H-NMR 
 



























































にて、二液系の止血剤を調製した（図 10）。ald-hm-HyA濃度は 10wt%、hm-ApGltnは濃度 40wt%と
なるようにリン酸緩衝液中に溶解し、調製した二液系止血剤とブタ血液（3.2％クエン酸添加）を混合す
ることによるゲル化挙動を評価した。ald-hm-HyA と hm-ApGltn を体積比 1:1 となるように混合した
後に、等量の血液中に添加した。撹拌した後に、動的粘弾性測定を行うことによって、ゲル化挙動を定
量的に評価した。周波数依存動的粘弾性測定にて、貯蔵弾性係数および損失弾性係数を得た。さらに、
周波数 1.0Hz における貯蔵弾性係数をせん断係数として、ゲル強度の比較を行った。疎水基鎖長 C18
についての測定結果を図 11に示した。図 11aのように、ald-C18-HyAにおいては、どの周波数領域に
 




















図 10. ald-hm-HyA/hm-ApGltn 止血剤の構成 
 





















球と血漿成分の分離を行った。hm-HyA 溶液と赤血球の溶液を体積比 1:1 となるように混合した後に、
周波数依存動的粘弾性測定を行った。C18-HyA および C12-HyA を用いることで、疎水基鎖長が与え


























図 12. 血液と混合した後の ald-C12-HyA/hm-ApGltn
止血剤のレオロジー 
 







1.5倍量の α-CDを加えることで調製した。C18-HyA+α-CD 溶液と赤血球の溶液を体積比 1:1となるよ
うに混合した後に、レオロジー測定を行った。周波数依存測定の結果を図 14に示した。図 14に示した










図 14. 赤血球と混合した後の hm-HyA+α-CDサンプルのゲル化挙動 
